
【ハンズオンセッション】  
 

※  事 前 申 込 み が 必 要 な セ ッ シ ョ ン が あ り ま す 。  

ま た 、資 料 等 を ご 希 望 な 場 合 、事 前 に 申 し 込 ん だ 方 が 良 い  

セ ッ シ ョ ン も あ り ま す 。  

ご 注 意 く だ さ い 。  

 

場 所 ：  会 場 E（ 4 1 2 講 義 室 ）  

 

 

◆ 1 0 月 2 8 日 （ 土 ） 9： 0 0～ 1 0： 4 0  

【 O p e n S t r e e t M a p マ ッ ピ ン グ パ ー テ ィ i n 宮 城 大 学 】   

オ ー ガ ナ イ ザ ー ：  西 村 雄 一 郎  

オ ー プ ン な 地 理 情 報 に 対 す る 社 会 的 な 必 要 性 が 高 ま る 中 ， そ れ

ら を 市 民 が 自 ら 作 成 す る V G I（ ボ ラ ン タ リ ー な 地 理 情 報 ） へ の 注

目 が 高 ま っ て い る ． こ の 企 画 で は ， G I S 学 会 の ハ ン ズ オ ン セ ッ シ

ョ ン と し て は 初 め て ， V G I の 世 界 的 ・ 中 核 的 プ ロ ジ ェ ク ト の ひ と

つ で あ る O p e n S t r e e t M a p の デ ー タ 作 成 ・ 編 集 に 関 す る 実 習 を

「 O p e n S t r e e t M a p マ ッ ピ ン グ パ ー テ ィ i n  宮 城 大 学 」と 銘 打 ち ，実

施 す る ．「 マ ッ ピ ン グ パ ー テ ィ 」 と は ， あ る 特 定 の 地 域 に お い て ，

フ ィ ー ル ド ワ ー ク や 利 用 可 能 な さ ま ざ ま な デ ー タ に よ る 情 報 収 集

を 行 い ， そ れ を 地 図 化 す る 一 連 の 流 れ を 実 践 し ， 地 図 作 成 に 関 す

る 知 識 の 共 有 を 行 う 市 民 の 集 ま り ・ イ ベ ン ト を 指 す 言 葉 で あ る ．

今 回 は ， 宮 城 大 学 大 和 キ ャ ン パ ス と そ の 周 辺 地 域 を 対 象 と し て マ

ッ ピ ン グ パ ー テ ィ を 実 施 し ，w i k i 型 の 地 図 作 成 に 関 す る フ ィ ー ル

ド ワ ー ク と デ ー タ 編 集 の 実 習 を 行 う ．  

定 員 2 0 名 ， 事 前 申 込 不 要 で す ．  

持 参 品 ：  

・ ウ ェ ブ ブ ラ ウ ザ （ s a f a r i ,  f i r e f o x ,  c h r o m e） の イ ン ス ト ー  

ル さ れ た P C（ O S は 問 い ま せ ん ）  

・ お 持 ち で あ れ ば ， フ ィ ー ル ド ワ ー ク 用 に G P S ロ ガ ー や ロ ギ  

ン グ ア プ リ を イ ン ス ト ー ル し た ス マ ー ト フ ォ ン ， デ ジ カ メ  

や 筆 記 用 具 を お 持 ち く だ さ い  

ま た ， 学 会 会 場 と そ の 周 辺 を 対 象 と し た フ ィ ー ル ド ワ ー ク も 行

い ま す の で ， 歩 き や す い 服 装 ， 靴 等 で ご 参 加 く だ さ い ．  



◆ 1 0 月 2 8 日 （ 土 ） 1 4： 0 0～ 1 8： 2 0  

【 O p e n D r o n e M a p ハ ン ズ オ ン 】  ※ 要 事 前 申 込  

  オ ー ガ ナ イ ザ ー ：  岩 崎 亘 典  

ド ロ ー ン の 普 及 に よ り 手 軽 に 高 解 像 度 の 空 中 写 真 の 入 手 が 可 能

と な り ， 植 生 や 土 地 利 用 の 把 握 や 変 化 の 評 価 ， 地 震 災 害 時 の 地 表

面 変 動 の 定 量 的 評 価 な ど の 災 害 時 の 活 用 な ど が 進 め ら れ て い る ．

そ こ で 本 セ ッ シ ョ ン で は ， こ れ ら の 空 中 写 真 を こ れ ら の 分 析 に 必

要 な オ ル ソ 化 画 像 や D S M（ D i g i t a l  S u r f a c e  M o d e l） へ と 変 換 す る

た め の 一 連 の 手 順 に つ い て 実 習 を 行 う ． 実 習 に あ た っ て は ， 主 に

オ ー プ ン ソ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア で あ る O p e n D r o m e M a p を 使 用 す る ．

O p e n D r o n e M a p は ，オ ル ソ 化 画 像 の 生 成 に 必 要 な 一 連 の 処 理 を 一 つ

の ソ フ ト ウ ェ ア の 上 で 行 う こ と が で き る こ と が 利 点 で あ る ． 一 方

で ，ソ フ ト ウ ェ ア を 実 行 す る た め に ， D o c k e r と 呼 ば れ る 仮 想 環 境

を 整 備 す る 必 要 が あ り ， 難 易 度 が 高 く な っ て い る ． そ こ で 本 実 習

で は ， そ う し た 実 行 環 境 の 構 築 も 含 め て 実 習 を 行 い ， 受 講 者 が 自

身 の 利 用 環 境 下 で オ ル ソ 画 像 や D S M を 生 成 で き る こ と を 目 的 と す

る ．  

定 員 2 0 名 ， 要 事 前 申 込 （ 申 込 先 ： m i z u t a n i @ e c o r i s . c o . j p）  

持 参 品 ： 以 下 の 環 境 を 満 た す ノ ー ト パ ソ コ ン  

 ・ O S は ， W i n d o w s 1 0  6 4 b i t  P r o f e s s i o n a l  ま た は  H O M E  

 ・ P C メ モ リ 4 G 以 上  

 ・ 作 業 領 域 と し て 2 0 G B ほ ど H D D の 空 き 容 量 が あ る こ と  

 ・ 可 能 で あ れ ば モ バ イ ル W i F i ル ー タ を ご 持 参 く だ さ い ．  

事 前 準 備 ：  

 ・ ハ ン ズ オ ン の 実 施 に 必 要 な フ ァ イ ル を 事 前 に ダ ウ ン ロ ー ド

し て お く こ と （ 約 4 G B）  

 ・ D o c k e r お よ び Q G I S が 事 前 に イ ン ス ト ー ル し て あ る こ と が

望 ま し い ．  

 ・ イ ン ス ト ー ル 手 順 は お よ び ダ ウ ン ロ ー ド 手 順 は ， 申 込 者 に

事 前 に お 知 ら せ す る 予 定  

 

 

◆ 1 0 月 2 9 日 （ 日 ） 9： 0 0～ 1 1： 0 0  

【 S f M 写 真 測 量 に よ る 簡 単 マ ッ ピ ン グ 】   

オ ー ガ ナ イ ザ ー ：  内 山 庄 一 郎  早 川 裕 弌  

S f M（ S t r u c t u r e  f r o m  M o t i o n） 写 真 測 量 と は 複 数 の 写 真 か ら 被



写 体 の 立 体 形 状 を 復 元 す る 技 術 で す ． U A V を 用 い た 公 共 測 量 マ ニ

ュ ア ル（ 案 ）（ 国 土 地 理 院 ， 2 0 1 7）に も 取 り 上 げ ら れ る よ う に ，特

に ， 無 人 航 空 機 （ ド ロ ー ン ） で 撮 影 し た 写 真 か ら オ ル ソ モ ザ イ ク

画 像 （ 写 真 地 図 ） や D S M（ 数 値 表 面 モ デ ル ） を 作 成 す る 作 業 に 調

和 的 な 技 術 で す ． ハ ン ズ オ ン で は ， こ の 技 術 の 概 要 と 使 い こ な す

コ ツ を 解 説 し ， 写 真 の 撮 影 か ら オ ル ソ モ ザ イ ク 画 像 の 出 力 ま で の

一 連 の 作 業 を 行 い ま す ．地 形 デ ー タ を 自 分 で 作 る 時 代 の 到 来 で す ．

ぜ ひ ， ご 参 加 く だ さ い ．  

ノ ー ト P C， デ ジ タ ル カ メ ラ （ ス マ ホ 可 ）， 撮 影 デ ー タ を P C に 移

す 手 段 （ ケ ー ブ ル 等 ） を ご 用 意 く だ さ い ．  

参 加 の 事 前 申 し 込 み は 不 要 で す が ， 印 刷 資 料 は 事 前 に ご 連 絡 を

い た だ い 方 の 部 数 の み の 用 意 と な り ま す ．印 刷 資 料 が 必 要 な 方 は ，

1 0 月 2 6 日 （ 木 ） ま で に 次 の ア ド レ ス ま で ご 連 絡 く だ さ い ．  

u c h i y a m a @ b o s a i . g o . j p  

 


